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全国犯罪被害者支援フォーラム 2024概要 

「男児・男性の性暴力被害」 

29 回目の開催となる「全国犯罪被害者支援フォーラム 2024」は「男児・男性の性暴力被

害」をテーマに開催する。 

 

□開催形態について 

1）現地イイノホール（霞が関駅直結）定員 500名 ※3）と重複可 

2）YouTubeライブ配信定員 500名 ※3）と重複可 

3）後日アーカイブ配信定員 500名 

※1）と 3）、2）と 3）の選択可能です。 

第１部：（13:00-14:25）                                      （敬称略） 

13:00-13:30 

開会挨拶（５分） 全国被害者支援ネットワーク理事長           椎橋 隆幸 

来賓挨拶（各5分） 
国家公安委員会委員長 
日本弁護士連合会 

松村 祥史 
 

（10分） 犯罪被害者支援功労者特別栄誉章・功労団体表彰  感謝状贈呈 

13:30-14:25 
基調講演  

「男児・男性が性暴力にあった場合の、相談を妨げる心理社会的課題を考える」 （55分） 

講演者： 上智大学 総合人間科学部 心理学科 准教授 齋藤 梓 

14:25-14:35 休 憩（10分） 

 
第２部：（14:35-17:10） 

 

14:35-15:30 

       講演者：   

被害者の声  「性暴力被害の現状と回復への道のり」 （55分）    

                                     

 一般社団法人 Spring スタッフ    

15：30-15：35 休 憩（5分） 

15：35-17：05 
パネルディスカッション  

「被害直後に声をあげやすくするために必要なこと」   （90分） 

モデレーター： 桜みらい法律事務所弁護士・全国被害者支援ネットワーク副理事長 熊谷 明彦 

パネリスト： 

  
 

コーディネーター： 

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院泌尿器科副部長 

 

京都橘大学 総合心理学部 准教授  

 

ひょうご被害者支援センター事務局長・NNVS認定コーディネーター 

 

山田 浩史 
 
濱田 智崇 

 
遠藤 えりな 

 

17:05-17:10 閉会挨拶（5分） 犯罪被害救援基金専務理事                      田村 正博 
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第一部 13：00～14：25 

基調講演「男児・男性が性暴力にあった場合の、相談を妨げる心理社会的課題を考える」 

◎講演者：上智大学 総合人間科学部 心理学科 准教授  齋藤 梓 氏   

 

＜講演内容＞ 

性暴力とはどのような暴力かということを参加者全体で共有したのちに、性暴力による精神的後遺

症と男児・男性が被害者となった場合の精神的後遺症について認識を深め、なぜ男児・男性が相談

することに困難さを抱えなければいけないのか、心理社会的課題に取り上げたあとに、課題を解決

するためにひとりひとりができることについて未来志向のご講演をいただきます。 

 

第二部 14：35～17：10 

被害者の声 講演「性暴力被害の現状と回復への道のり」 

◎講演者：一般社団法人 Spring スタッフの方   

 

＜講演内容＞ 

男児・男性の性暴力被害の実態についてお話いただき、自身の被害にかかわるご体験やその後の人

生における回復への道のり、昨今の法整備の状況、求められる支援と二次被害防止などについて、

お話しいただきます。 

 

 

パネルディスカッション 「被害直後に声をあげやすくするために必要なこと」 

 

◎登壇者 

パネリスト： 

性犯罪性暴力ワンストップ支援センター日赤なごやなごみ副センター長 山田 浩史 氏 

パネリスト： 

京都橘大学准教授 カウンセリングオフィス天満橋主催 濱田 智崇 氏 

 

モデレーター 

桜みらい法律事務所 弁護士 全国被害者支援ネットワーク副理事長 熊谷 明彦 氏 

コーディネーター 

ひょうご被害者支援センター事務局長 NNVS 認定コーディネーター  遠藤 えりな 氏 
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＜討議内容＞ 

 性暴力性犯罪被害を取り巻く状況は急速に変化しています。まず、2017年・2023年に性犯罪の刑法改

正がありました。性暴力・性犯罪被害は相談することが他の身体犯に比べ心理的困難がありますが、男

児・男性は自身の被害が性暴力・性犯罪被害であると認識することが難しく、支援につながること、相

談することへの心理的ハードルが女児と女性に比べ高いと言われています。また、男児・男性の性暴力

性犯罪被害者支援は、やっと課題の洗い出しができているかという段階で、解決策が提示できる段階ま

でに至っていません。 

今回のパネルディスカッションでは、はじめに男児・男性の性暴力・性犯罪被害について医療支援を

されている山田先生と、心理的支援をされている濱田先生から、ご自身の経験と男児・男性の性暴力被

害について日々感じていることをお話しいただき、その発言を通して男児・男性の性暴力性犯罪被害者

の支援の現状を共有し、課題を認識することで、男児・男性の性暴力性犯罪被害者支援の充実のための

方策を模索する場として開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


